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戦
前
日
本
と
現
代
中
国
の
儒
学
復
興
に
関
す
る
横
断
的
研
究

中
島
隆
博

真
に
天
の
道
に
順
う
者
は
、
鳥
と
な
っ
て
飛
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
武
田
泰
淳
）

は
じ
め
に

　「
ク
ラ
シ
カ
ル
・
タ
ー
ン
」
と
い
う
言
葉
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

　
一
つ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
い
て
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
た
古
典
回
帰
の
現
象
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
あ
る

程
度
の
普
遍
性
と
堅
固
さ
を
有
し
た
文
化
的
基
盤
と
し
て
の
古
典
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
固
有
性
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
を
標
榜
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
極
端
に
な
っ
た
の
が
宗

教
的
原
理
主
義
で
あ
ろ
う
が
、
宗
教
的
原
理
主
義
に
し
て
も
決
し
て
自
ら
を
特
殊
な
価
値
だ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
普
遍
性
が

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
典
回
帰
の
現
象
を
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
競
り
上
げ
だ
と
考
え
る
だ
け
で
は
、
そ

の
意
味
を
見
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
特
定
の
集
団
の
「
政
治
的
無
意
識
」（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
）
の
噴

出
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
普
遍
性
を
自
ら
領
有
し
よ
う
と
す
る
欲
望
に
貫
か
れ
て
い
る
。

　「
ク
ラ
シ
カ
ル
・
タ
ー
ン
」
の
も
う
一
つ
の
意
味
は
、
古
典
的
転
回
と
で
も
言
う
べ
き
、
方
法
論
的
な
変
化
で
あ
る
。
近
代
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の
学
術
は
、
古
典
を
再
定
義
・
再
読
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
基
礎
づ
け
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
古
典
利
用
に
対
す
る

批
判
的
な
検
討
は
十
分
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
古
典
的
転
回
と
は
、
こ
う
し
た
古
典
利
用
に
対
し
て
系
譜
学
的
な
視
線
を
投

げ
か
け
、
近
代
の
構
造
を
問
い
直
し
、
古
典
を
解
放
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
わ
た
し
た
ち
は
他
者
の

古
典
あ
る
い
は
他
者
な
る
古
典
を
読
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
論
で
扱
う
の
は
、
儒
学
復
興
と
い
う
古
典
回
帰
の
現
象
で
あ
る
。
こ
の
二
十
年
余
り
、
中
国
で
は
儒
学
ブ
ー
ム
が

続
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
宗
教
回
帰
と
い
う
よ
り
も
古
典
回
帰
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
そ
の
言
説
を
系
譜
学
的
に
検
討
し
て
み

た
い
。
具
体
的
に
は
、
近
代
ア
ジ
ア
に
繰
り
返
し
現
れ
て
き
た
、
古
典
と
し
て
の
儒
学
の
再
定
義
・
再
読
解
の
歴
史
の
中
に
位

置
づ
け
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
一
つ
は
、
康
有
為
・
梁
啓
超
の
孔
教
運
動

か
ら
現
代
新
儒
家
に
至
る
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
ま
で
文
脈
を
広
げ
た
上
で
、
近
代
に
お

け
る
儒
学
利
用
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に

）
1
（

、
こ
こ
で
は
後
者
に

焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

１
　
国
際
孔
子
文
化
節
（
二
〇
〇
七
年
九
月
二
七
日
―
二
八
日
）

　
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
、
中
国
を
訪
問
し
て
い
た
福
田
康
夫
首
相
は
、
北
京
大
学
で
講
演
し
、「
改
革
開
放
支
援
か
ら

「
和
諧
社
会
」
実
現
の
た
め
の
協
力
に
軸
足
を
移
し
た
い
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
九
日
）
と
述
べ
た
。
三
〇
日
に
は
、

孔
子
生
誕
の
地
で
あ
る
曲
阜
を
訪
問
す
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
日
本
の
首
相
の
外
交
日
程
に
曲
阜
が
組
み
込
ま

れ
、
そ
の
講
演
原
稿
に
「
和
諧
社
会
」
が
書
か
れ
た
こ
と
の
意
義
は
小
さ
な
こ
と
で
は
な
い
。

　
そ
の
三
ヶ
月
前
に
、
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
北
京
か
ら
曲
阜
へ
移
動
し
て
い
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
こ
の
地
で
「
国
際
孔
子
文

化
節
」
が
行
わ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
孔
子
の
末
裔
た
ち
が
孔
家
の
祭
を
す
る
と
い
う
の
で
調
査
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
来
年
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
年
か
ら
は
山
東
省
政
府
と
国
の
文
化
部
が
本
腰
を
入
れ
た
た

め
に
、
大
規
模
な
催
し
と
な
っ
て
い
た
。
逆
か
ら
言
う
と
、
参
加
者
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
祭
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
研
究
者
が
参
加
し
よ
う
と
す
る
と
、「
世
界
儒
学
大
会
」
と
い
う
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可

能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
わ
た
し
が
理
解
し
た
の
は
現
地
に
到
着
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　「
国
際
孔
子
文
化
節
」
は
、
前
夜
祭
と
祭
孔
大
典
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
前
夜
祭
は
、
東
ア
ジ
ア
の
ポ
ッ
プ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
っ
た
体
の
も
の
で
、
台
湾
の
歌
手
を
中
心
に
、
香
港
や
韓
国
そ
し
て
中
国
国
内
の
ス
タ
ー
が
入
れ
替
わ
り
立

ち
替
わ
り
歌
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
司
会
は
、
台
湾
・
香
港
・
中
国
の
三
人
が
共
同
で
務
め
て
お
り
、「
中
華
情
」
と
い
う

一
種
の
文
化
的
一
体
感
を
醸
し
出
す
演
出
に
一
役
買
っ
て
い
た
。
人
気
歌
手
が
、
口
々
に
孔
子
の
故
郷
で
あ
る
曲
阜
で
歌
え
る

の
は
と
て
も
嬉
し
い
と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
翌
日
、
九
月
二
八
日
の
祭
孔
大
典
は
、
二
部
構
成
で
あ
っ
た
。
第
一
部
は
国
際
的
な
孔
子
祭
で
あ
る
。『
論
語
』
の
読
経
を

す
る
生
徒
の
傍
ら
に
留
学
生
が
配
さ
れ
、
孔
廟
の
前
の
儀
礼
に
国
際
的
な
人
士
が
登
壇
す
る
と
い
う
演
出
が
施
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
演
出
の
中
で
目
を
引
い
た
の
は
、
論
語
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
文
章
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
壇
上
で
聴
衆
に
見
せ
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
選
ば
れ
た
文
章
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
樂
乎
（
学
而
）

四
海
之
内
皆
兄
弟
也
（
顔
淵
）

礼
之
用
、
和
為
貴
（
学
而
）

徳
不
孤
、
必
有
隣
（
里
仁
）

（
1
）
現
代
新
儒
家
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
新
儒
家
と
仏
教

―
梁
漱
溟
、
熊
十
力
、
牟
宗
三
」（『
思
想
』
第
九
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
の

こ
と
。
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己
所
不
欲
、
勿
施
于
人
（
顔
淵
））

2
（

こ
れ
ら
が
共
通
し
て
示
し
て
い
る
の
は
、
調
和
的
な
人
間
関
係
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
象
徴
的
な
の
は
、「
和
」
を
取
り
出
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
二
部
は
孔
家
の
祭
り
で
、
見
物
人
も
ぐ
っ
と
少
な
く
な
っ
た
が
、
三
〇
年
前
の
状
況
を
思
い
起
こ
す
な
ら
、
ま
さ
に
隔
世

の
感
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
祭
孔
大
典
を
見
な
が
ら
、
わ
た
し
は
ず
っ
と
既
視
感
を
覚
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
内
容
も
演
出
も
含
め
て
、
何
か
の
反

復
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

２
　
義
か
ら
和
へ

　
そ
の
既
視
感
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
前
日
の
九
月
二
七
日
に
開
か
れ
た
「
世
界
儒
学
大
会
」
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
こ
の
大
会
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ま
っ
た
く
理
解
せ
ず
に
参
加
し
た
わ
た
し
が
、
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
は
、
そ
こ

で
準
備
さ
れ
て
い
た
宣
言
文
の
草
案
で
あ
っ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。

　
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
和
」
の
競
り
上
げ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
祭
孔
大
典
と
も
連
動
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
儒
学
は
孔
子
の
学
説
に
も
と
づ
き
、
歴
代
の
儒
家
の
宗
師
の
思
想
を
主
体
と
し
て
形
成
さ
れ
た
学
術
体
系
と
価
値
観
念

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
仁
は
儒
学
の
核
心
で
あ
り
、
和
は
儒
学
の
宗
旨
で
あ
り
、
礼
は
儒
学
の
根
本
で
あ
り
、
信
は
儒
学

の
血
脈
で
あ
る
。
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儒
学
は
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」（『
論
語
』
子
路
）
、「
和
は
実
に
物
を
生
じ
」
（『
国
語
』）
と
い
う
文
化
理
念
を
掲
げ
、
個
体
の
差

異
を
尊
重
し
た
上
で
、
相
互
に
融
合
し
、
人
と
人
・
人
と
社
会
の
和
諧
発
展
を
実
現
す
る
。

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
和
」
そ
し
て
「
和
諧
」
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
義
」
を
消
去
す

る
と
い
う
代
償
を
払
っ
て
の
「
和
」
で
あ
る
。「
義
」
で
は
な
い
「
和
」
は
ど
こ
に
行
く
の
か
。
二
番
目
の
引
用
に
続
く
次
の

箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

儒
学
は
師
を
尊
び
、
道
を
重
ん
じ
、
老
を
敬
い
、
幼
を
愛
し
、
正
心
誠
意
と
修
身
立
志
を
尊
び
、
国
家
と
民
族
の
た
め
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

公
で
あ
り
私
を
忘
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
名
利
に
恬
淡
と
し
た
高
尚
を
奨
励
す
る
。

な
お
、
傍
点
部
の
英
語
訳
草
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

It encourages sacrifice for the nation and the spirit of selflessness.

こ
の
英
語
訳
草
案
に
、
こ
こ
で
目
指
さ
れ
て
い
た
「
和
」
の
あ
り
方
は
尽
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
「
国
家
と
犠
牲
」

の
論
理
で
あ
り
、
そ
れ
を
維
持
し
た
上
で
、「
文
化
理
念
」
と
し
て
の
「
和
」
が
水
平
方
向
に
広
が
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
曲
阜
で
の
こ
の
出
来
事
が
、
特
殊
中
国
的
な
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
草
案
を
読
む
限
り
、
こ
れ

（
2
）
こ
れ
ら
の
章
句
の
う
ち
、「
有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
樂
乎
」
と
「
礼
之
用
、
和
為
貴
」
に
関
し
て
は
、
後
に
言
及
す
る
和
辻
哲
郎
が
そ
の
『
孔
子
』
に

お
い
て
、
前
者
を
「
学
問
に
お
い
て
結
合
す
る
友
愛
的
共
同
態
の
喜
び
」（『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
六
巻
、
三
一
二
頁
）、
後
者
を
そ
の
「
学
問
に
お
け
る
共

同
態
に
関
し
て
三
つ
の
章
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
」（
同
、
三
一
七
頁
）
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
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は
近
代
の
儒
学
が
担
わ
さ
れ
た
役
割
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
た
し
の
既
視
感
に
繋
が
っ
た
の
は
、
戦
前
の
日
本

に
お
い
て
す
で
に
、
こ
う
し
た
仕
方
で
の
儒
学
の
利
用
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
近
代
儒
学
の
亡
霊
は
い
ま
だ

に
徘
徊
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
　
儒
道
大
会
（
一
九
三
五
年
四
月
二
八
日
）

　
こ
こ
で
、
も
う
一
つ
の
「
儒
学
会
議
」
を
取
り
上
げ
た
い
。
中
国
で
の
孔
子
祭
が
孔
子
の
誕
生
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
の
に

対
し
、
日
本
の
釈
奠
は
孔
子
が
逝
去
し
た
月
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
き
た
し
、
い
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
九
三
五
年

四
月
に
戻
ろ
う
。

　
一
九
三
五
年
の
日
本
は
、
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
へ
の
批
判
か
ら
始
ま
り
、
国
体
明
徴
声
明
が
二
度
出
さ
れ
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
四
月
に
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
崩
れ
た
湯
島
聖
堂
の
再
建
が
な
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
「
儒
学

会
議
」（
後
に
「
儒
道
大
会
」
に
変
更
）
が
開
催
さ
れ
た
。「
儒
学
会
議
」
自
体
の
構
想
は
、
一
九
三
一
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
、

政
治
家
で
あ
り
斯
文
会
副
会
長
で
も
あ
っ
た
阪さ

か
た
に
よ
し
お

谷
芳
郎
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
い
た
。

　
昭
和
六
・
七
年
の
交
、
財
団
法
人
斯
文
会
副
会
長
阪
谷
男
爵
は
深
く
時
勢
に
鑑
み
る
所
あ
り
、
同
文
同
種
な
る
東
亜
民

族
を
結
合
し
、
併
せ
て
世
界
平
和
に
資
す
る
所
あ
ら
ん
が
為
、
東
亜
諸
国
共
有
の
儒
学
思
想
を
中
心
と
す
る
一
大
会
議
を

興
す
こ
と
を
発
案
せ
ら
れ
、
会
長
徳
川
﹇
家
達
﹈
公
爵
に
進
言
せ
ら
る
る
所
あ
り
。
又
副
会
長
服
部
博
士
に
諮
ら
れ
、
次

い
で
理
事
会
に
附
議
せ
し
め
ら
る
。 
（「
儒
道
大
会
開
催
に
至
る
経
過
概
要
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
一
頁
）

そ
の
後
、
政
府
に
請
願
書
を
提
出
し
、
中
国
、
満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
の
学
者
を
招
聘
し
、
国
を
挙
げ
た
祭
典
に
す
る
こ
と
を
求
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め
た
。
し
か
し
、
当
初
の
予
算
案
は
認
め
ら
れ
ず
、
半
減
さ
れ
た
予
算
と
、「
専
門
学
術
的
の
会
合
で
は
な
く
内
外
国
人
の
間

の
懇
談
を
主
と
」
（
同
、
一
二
頁
）
す
る
も
の
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
中
国
か
ら
は
孔
家
・
顔
家
の
子
孫
を
含
む

）
3
（

代
表
団
が
来

日
し
、
満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
か
ら
も
代
表
団
が
来
た

）
4
（

。
中
国
か
ら
の
派
遣
は
、
当
時
の
蒋
介
石
の
政
策
変
更
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
「
国
際
的
」
な
演
出
が
な
さ
れ
た
「
儒
学
会
議
」
は
何
を
目
指
し
た
の
か
。「
儒
道
大
会
の
記
」
の
冒
頭

に
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
思
う
に
人
類
の
幸
福
は
、
民
族
の
協
和
に
因
り
て
進
め
ら
れ
、
民
族
の
協
和
は
、
文
化
の
共
通
に
依
り
て
齎
さ
る
。
我

国
近
世
文
運
の
発
達
は
、
国
力
の
進
展
と
相
俟
ち
て
、
我
国
を
し
て
世
界
三
強
国
の
一
た
ら
し
め
東
亜
の
盟
主
た
る
の
名

と
実
と
を
与
え
た
り
。
然
れ
ど
も
久
し
く
欧
米
物
質
文
明
の
模
倣
に
汲
々
と
し
て
未
だ
東
洋
固
有
の
精
神
文
化
の
精
華
を

発
揮
す
る
に
至
ら
ず
。
時
運
一
変
し
、
近
時
澎
湃
と
し
て
起
れ
る
東
洋
精
神
復
帰
の
叫
に
応
じ
て
儒
道
復
興
の
声
も
亦
漸

く
盛
ん
と
為
り
、
茲
に
湯
島
聖
堂
の
再
建
を
機
と
し
て
儒
道
大
会
開
催
せ
ら
れ
、
内
地
の
学
者
は
勿
論
朝
鮮
台
湾
の
儒
流

（
3
）
南
朝
正
統
論
を
唱
え
『
教
育
勅
語
衍
義
集
成
』（
一
九
三
七
年
）
を
出
版
し
た
峰
間
信
吉
は
孔
家
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
御
当
家
は
、
孔
夫
子
御
生
誕
以
来
二
千
四
百
七
十
九
年
の
旧
家
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
、
一
門
の
宗
家
が
、
連
綿
と
し
て
永
遠
に
続
い
て
居
る
の
は
、

世
界
に
於
て
、
此
処
の
聖
賢
の
御
家
と
日
本
の
皇
室
と
あ
る
の
み
、
是
れ
世
界
の
人
類
の
有
す
る
奇
蹟
で
あ
る
。

 

（「
儒
道
大
会
の
記
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
六
五
頁
）

孔
家
と
皇
室
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
皇
室
が
徳
に
加
え
て
権
力
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
孔
家
は
徳
だ
け
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
か

え
っ
て
「
世
界
の
人
類
は
、
斯
の
御
家
の
隆
昌
に
向
っ
て
貢
献
す
べ
き
義
務
を
有
っ
て
居
る
」（
同
上
）
と
論
じ
た
。

（
4
）
朝
鮮
で
の
儒
学
は
、
総
督
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
大
東
斯
文
会
が
作
ら
れ
て
い
た
。
徳
川
家
達
・
渋
沢
栄
一
・

服
部
宇
之
吉
・
阪
谷
芳
郎
と
い
っ
た
斯
文
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大
東
斯
文
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
っ
た
（W

arren Sm
ith, C

onfucianism
 in M

odern 
Japan, pp. 166–184

）
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代
表
の
参
列
も
有
り
、
支
那
各
地
の
儒
林
代
表
の
来
会
せ
ら
る
る
あ
り
、
新
興
の
満
州
帝
国
よ
り
も
代
表
使
節
の
参
会
有

る
を
報
ず
る
は
、
此
会
を
し
て
独
り
儒
道
の
振
興
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
以
て
東
亜
民
族
の
団
結
を
固
く
し
、
更
に
世

界
の
文
明
に
寄
与
し
人
類
の
平
和
を
齎
来
す
る
に
貢
献
す
る
所
あ
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
と
信
ず
。

 

（「
儒
道
大
会
の
記
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
二
三
―
二
四
頁
）

つ
ま
り
、
そ
の
目
的
は
、「
民
族
の
協
和
」
と
「
人
類
の
平
和
」
の
た
め
に
、「
東
亜
」
各
地
の
代
表
と
と
も
に

）
5
（

、「
東
洋
精
神
」

の
精
華
た
る
「
儒
道
」
を
「
復
興
」
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。「
協
和
」
と
い
い
、「
平
和
」
と
い
い
、「
和
」
が
競
り
上

が
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
こ
で
の
表
現
に
注
意
し
よ
う
。「
東
洋
精
神
」
と
は
、
単
に
儒
教
も
し
く
は
儒
学
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

日
本
に
よ
っ
て
再
定
義
さ
れ
た
儒
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
新
し
い
概
念
と
し
て
の
「
儒
道
」
で
あ
る
。
こ
の
「
儒

道
」
に
つ
い
て
は
、
服
部
宇
之
吉
（
東
京
帝
国
大
学
で
中
国
哲
学
を
講
じ
、
退
官
し
た
後
は
日
満
文
化
協
会
理
事
で
も
あ
り
、
斯
文
会
副
会
長

で
も
あ
っ
た
）
に
よ
る
閉
会
の
辞
が
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
世
界
大
戦
争
の
裡
に
醞
醸
さ
れ
た
る
東
洋
研
究
熱
は
、
大
戦
争
と
共
に
世
界
各
地
に
発
し
て
、
東
洋
研
究
の
遂
行
と
な

り
ま
し
た
。
東
洋
文
化
と
い
へ
ば
其
の
根
幹
た
る
も
の
は
支
那
文
化
及
其
の
我
国
に
輸
入
せ
ら
れ
て
固
有
の
民
族
精
神
と

同
化
し
た
る
も
の
を
言
ふ
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
而
し
て
該
文
化
は
儒
道
を
根
幹
と
す
る
こ
と
も
亦
改
め
て

言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
儒
道
は
夙
に
我
国
に
伝
来
し
、
我
惟
神
の
大
道
と
融
解
し
、
日
本
精
神
の
根
柢
を

培
養
し
、
列
聖
の
鴻
謨
を
翼
賛
し
、
大
化
の
革
新
、
建
武
中
興
及
明
治
維
新
王
政
復
古
の
三
大
事
業
に
参
与
し
、
夫
々
寄

与
す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
っ
た
。
現
在
に
於
て
儒
道
に
関
し
て
み
る
と
こ
ろ
或
は
稍
ゝ
異
る
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
我
国
に
於
け
る
此
の
歴
史
を
思
ひ
、
世
界
の
将
来
を
慮
る
と
き
、
儒
道
を
中
心
と
し
て
、
各
国
の
人
士
が
一
堂
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に
会
し
、
儒
道
に
関
し
腹
蔵
な
き
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
は
、
政
治
経
済
等
の
問
題
を
超
越
し
、
世
界
平
和
の
為
め
に
裨

益
す
る
所
が
少
く
な
い
と
信
じ
ま
す
。 

（
同
、
六
八
頁
）

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
戦
争
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
東
洋
研
究
の
対
象
で
あ
る
東
洋
文
化
の
根
幹
は
、「
支
那
文
化
」
と
日

本
の
「
民
族
精
神
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
総
称
し
た
も
の
が
「
儒
道
」
で
あ
る
。
そ
の
「
儒
道
」
を
中
心
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
世
界
平
和
」
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

４
　
儒
教
文
化
講
演
会
（
一
九
三
五
年
四
月
二
〇
日
）

　
し
か
し
、
儒
学
と
日
本
精
神
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
儒
道
大
会
で
司
会
を
務
め
た
、
東
京
帝
国
大
学
支

那
文
学
科
教
授
の
塩
谷
温
が
、
一
九
三
五
年
四
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
儒
教
文
化
講
演
会
で
発
言
し
た
言
葉
を
見
て
み
よ
う
。

塩
谷
は
ま
ず
、
服
部
と
同
様
に
、「
孔
子
の
教
」
が
「
惟
神
の
道
」
と
「
融
合
醇
化
」
し
た
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
が
日

本
の
国
体
を
構
成
し
て
い
る
と
言
う
（「
我
が
国
体
と
漢
学
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
一
六
〇
頁
）
。
そ
の
上
で
、
塩
谷
は
一
つ
の
重
要
な

転
倒
を
行
う
。

（
5
）
四
月
二
八
日
に
始
ま
る
大
会
に
先
立
ち
、
四
月
一
三
日
に
は
、
満
州
国
皇
帝
溥
儀
が
湯
島
聖
堂
に
参
拝
し
て
い
る
。「
儒
道
大
会
」
は
、
満
州
の
「
国

際
的
」
認
知
と
い
う
政
治
的
な
意
図
を
明
ら
か
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
儒
道
大
会
」
に
帰
結
す
る
当
時
の
日
本
の
中
国
研
究
に
鋭
く
対
立

し
て
た
武
田
泰
淳
は
、
溥
儀
の
訪
日
に
か
ら
ん
で
目
黒
署
に
勾
留
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　 

大
会
当
日
に
は
、
ド
イ
ツ
の
ペ
ッ
ツ
ォ
ル
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
プ
ル
セ
ッ
ク
も
参
加
し
て
い
る
。
中
山
久
四
郎
は
こ
の
参
加
を
、「
本
会
を
し
て

国
際
的
な
ら
し
む
る
上
に
於
て
、
非
常
に
意
義
の
深
い
も
の
で
あ
り
、
感
謝
感
激
に
堪
え
ま
せ
ぬ
」（「
儒
道
大
会
の
記
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
六
九
頁
）
と

述
べ
て
い
た
。
な
お
、
午
後
に
満
州
国
代
表
の
演
説
が
始
ま
る
前
に
、
民
国
の
代
表
は
退
場
し
た
よ
う
で
あ
る
（
同
、
四
三
頁
）。
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換
言
す
れ
ば
孔
孟
の
教
の
真
髄
は
日
本
の
国
体
に
依
っ
て
始
め
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
云
ふ
訳
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

何
と
偉
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
応
神
天
皇
以
来
伝
へ
ら
れ
ま
し
た
る
漢
学
が
、
よ
く
我
が
国
体
と
醇
化
し
て
、
如
何

程
日
本
精
神
、
日
本
の
精
神
文
化
を
造
り
上
げ
た
か
と
云
ふ
こ
と
は
、
是
で
も
分
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。 

（
同
、
一
六
六
頁
）

つ
ま
り
、
塩
谷
は
、
今
や
「
孔
孟
の
教
」
は
日
本
の
国
体
を
通
じ
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
と
転
倒
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
転

倒
は
、
四
月
二
一
日
に
東
京
放
送
が
流
し
た
、「
儒
道
大
会
記
念
放
送
」
で
の
講
演
で
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。

　
畏
く
も
教
育
勅
語
は
、
明
治
天
皇
が
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
を
述
べ
給
ひ
、
国
体
の
精
華
を
明
に
御
示
し
に
相
成
っ
た
も
の

で
御
座
居
ま
す
。
そ
の
中
に
宣
り
給
へ
る
、
忠
・
孝
・
友
・
和
・
信
の
五
徳
は
孔
子
の
説
く
五
倫
に
外
な
ら
ず
、
従
っ
て

論
語
・
孟
子
等
孔
孟
の
教
は
こ
の
勅
語
の
注
釈
書
と
云
ふ
も
不
可
な
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（「
孔
夫
子
の
盛
徳
大
業
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
一
八
六
頁
）

『
論
語
』
と
『
孟
子
』
は
、
今
や
教
育
勅
語
の
注
釈
書
と
な
っ
た
。
そ
の
教
育
勅
語
が
、
五
倫
に
あ
っ
た
「
義
」
に
代
え
て

「
忠
」
を
強
調
し
そ
の
首
位
に
お
き
、「
別
」
に
代
え
て
「
和
」
を
入
れ
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
注
意
を
し
て
お
こ
う
。
要
す

る
に
、「
儒
道
」
は
「
忠
」
と
「
和
」
を
再
定
義
す
る
こ
と
で
、
日
本
主
導
の
「
世
界
の
平
和
」
を
実
現
す
る
原
理
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
塩
谷
は
、
四
月
二
七
日
に
行
わ
れ
た
「
第
二
九
回
孔
子
祭
典
記
念
春
季
大
講
演
」
で
も
こ
う
述
べ
て
い
る
。

唯
日
本
の
日
本
で
も
な
く
、
東
洋
の
日
本
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
今
や
実
に
世
界
に
於
け
る
日
本
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
忠

良
な
る
帝
国
の
臣
民
た
る
者
は
、
こ
の
聖
旨
を
奉
戴
し
て
昭
和
の
御
政
治
を
世
界
に
徹
底
せ
し
め
、
以
て
世
界
の
平
和
を
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擁
護
す
る
こ
と
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。 

（「
孔
子
の
道
と
世
界
の
平
和
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
二
一
四
―
二
一
五
頁
）

孔
子
の
教
を
世
界
に
宣
揚
し
て
、
世
界
の
平
和
を
擁
護
す
る
も
の
は
、
日
本
人
を
措
い
て
は
他
に
あ
り
ま
せ
ぬ
。
是
が
天

の
我
が
国
民
に
降
せ
る
大
任
務
、
大
使
命
で
あ
り
ま
す
。 

（
同
、
二
三
〇
頁
）

「
忠
良
な
る
帝
国
の
臣
民
」
に
よ
る
「
和
」
の
実
現
。
こ
の
「
使
命
」
が
迎
え
た
結
末
が
、「
義
」
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
塩
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

意
味
か
ら
申
せ
ば
、
王
道
は
徳
の
政
治
で
あ
り
、
覇
道
は
力
の
政
治
で
あ
り
ま
す
。
因
て
試
み
に
英
語
を
以
て
、
覇
道
を

Politics of pow
er

王
道
をPolitics of justice

と
訳
し
て
見
ま
し
た
が
、
正
義
の
政
治
で
は
ど
う
も
王
道
の
意
味
が
し
っ
く

り
出
ま
せ
ぬ
。 

（
同
、
二
一
五
―
二
一
六
頁
）

「
王
道
」
は
「
正
義
の
政
治
」
で
は
な
い
。
で
は
、
何
か
。
塩
谷
は
続
け
てK

ing

の
語
源
に
遡
り
、K

önnen

（
能
ふ
）
、K

ennen

（
知
る
）
、
そ
し
てRegieren

（
治
め
る
）
で
あ
っ
た
と
い
う
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
（
同
、
二
一
六
頁
）
。
要
す
る
に
、「
王
道
」
は
、

能
力
と
知
識
と
統
治
を
す
べ
て
備
え
た
王
、
す
な
わ
ち
「
す
め
ら
み
こ
と
」
に
よ
る
政
治
な
の
だ
（
同
上
）
。
だ
か
ら
こ
そ
、
三

民
主
義
を
標
榜
す
る
中
国
は
「
王
道
」
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
三
民
主
義
は
決
し
て
支
那
を
救
ふ
所
以
で
は
あ

り
ま
せ
ぬ
。
支
那
を
救
ふ
も
の
は
王
道
、
即
ち
五
倫
の
教
の
外
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
（
同
、
二
二
八
―
二
二
九
頁
）
。
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５
　
第
二
九
回
孔
子
祭
典
（
一
九
三
五
年
四
月
三
〇
日
）

　
三
民
主
義
へ
の
嫌
悪
感
は
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
元
教
授
で
あ
っ
た
井
上
哲
次
郎
も
共
有
し
て
い
た
。
井
上
も
ま
た
、
儒

道
大
会
な
ら
び
に
儒
教
文
化
講
演
会
に
講
演
者
と
し
て
招
か
れ
て
お
り
、
儒
教
文
化
講
演
会
で
の
講
演
「
孔
子
の
人
格
と
信

念
」
の
中
で
、
中
国
が
一
九
三
四
年
八
月
二
七
日
に
再
び
孔
子
を
祭
り
、
そ
の
日
を
国
祭
日
に
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
背
景
に
、
南
京
政
府
が
満
州
の
「
王
道
」）

6
（

に
感
化
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（「
孔
子
の
人
格
と
信
念
」、

『
儒
道
大
会
誌
』、
一
二
九
頁
）
。
し
か
し
、
中
国
は
「
三
民
主
義
」
を
標
榜
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
ま
ま
で
は
孔
子
の
「
王
道
」
を

実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
の
か
。
井
上
の
答
え
は
、
日
本
の
皇
室
の
よ
う
に
、
孔
子
の
子
孫
を
君
主

と
し
、
日
本
の
「
皇
道
」
に
倣
っ
て
、「
王
道
」
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
同
、
一
三
二
頁
）
。

　
と
は
い
え
、「
皇
道
」
が
「
王
道
」
に
た
え
ず
優
位
し
て
い
る
以
上
、
た
と
え
「
三
民
主
義
」
を
放
棄
し
た
と
し
て
も
、
中

国
と
日
本
が
対
等
の
関
係
に
立
つ
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
も
、
実
際
の
孔
子
祭
典
に
お
い
て
、
日
本
は
極
め
て
独
自
の
儀

礼
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
中
国
が
模
倣
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
神
儒
習
合
の
「
国
祭
」
で
あ
っ
た

）
7
（

。
こ
の

孔
子
祭
典
の
特
徴
は
、
神
官
が
執
り
行
う
点
に
あ
る
。
井
上
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
で
は
釈
奠
を
行
ふ
方
法
を
知
っ
て
居
る
人
が
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
神
道
の
儀
式
を
以
て
之
に
換
へ
て
や
っ
て
居
り
ま

す
。
是
れ
は
学
界
の
年
中
行
事
で
縦
ひ
対
支
関
係
が
何
う
あ
っ
て
も
之
を
行
ふ
こ
と
は
変
り
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

（
同
、
一
二
七
―
一
二
八
頁
）

方
法
を
知
る
人
が
い
な
い
か
ら
神
道
の
儀
式
に
よ
っ
て
代
理
し
た
と
い
う
理
屈
は
、
儒
学
が
ほ
と
ん
ど
日
本
に
浸
透
し
な
か
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
が
、
井
上
は
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
神
儒
習
合
に
よ
る
祭
典
こ
そ
が
、
儒
学
と
日
本
精
神
が
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融
合
し
た
よ
り
高
次
の
「
儒
道
」
あ
る
い
は
「
皇
道
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

６
　
教
育
家
と
し
て
の
孔
子

　
井
上
の
講
演
の
な
か
で
、
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
孔
子
像
で
あ
る
。
井
上
は
孔
子
を
、
釈
迦
と
イ
エ
ス
さ
ら
に
は

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
並
ぶ
三
聖
人
も
し
く
は
四
聖
人
の
一
人
と
し
て
い
る
（
同
、
一
一
五
頁
）
。
儒
道
大
会
で
の
峰
間
信
吉
の
演
説
に

よ
る
と
、
さ
ら
に
マ
ホ
メ
ッ
ト
と
並
称
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（「
儒
道
大
会
の
記
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
六
五
―
六
六
頁
）
。

二
〇
〇
七
年
九
月
の
世
界
儒
学
会
議
の
草
案
も
ま
た
、
孔
子
を
「
イ
エ
ス
、
釈
迦
牟
尼
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
」
と
並
称
し
て
い
た
が
、

こ
う
し
た
同
一
の
孔
子
像
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
井
上
は
、
孔
子
を
教
育
家
と
し
て
定
義
す
る
（「
孔
子
の
人
格
と
信

念
」、『
儒
道
大
会
誌
』、
一
一
七
頁
）
。
こ
れ
ま
た
、
世
界
儒
学
大
会
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
定
義
に
こ
だ
ま
し
て
い
る
。

　
無
論
、
こ
う
し
た
孔
子
像
は
井
上
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
当
時
か
な
り
広
範
囲
に
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
東

京
帝
国
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
和
辻
哲
郎
は
、『
孔
子
』
（
一
九
三
八
年
）
に
お
い
て
一
貫
し
て
孔
子
を
「
人
類
の
教
師
」
と
し
て

扱
っ
て
い
た
。
そ
の
第
一
章
「
人
類
の
教
師
」
の
冒
頭
は
こ
う
で
あ
っ
た
。

　
釈
迦
、
孔
子
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
イ
エ
ス
の
四
人
を
あ
げ
て
世
界
の
四
聖
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
だ
い
ぶ
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
。
た
ぶ
ん
明
治
時
代
の
我
が
国
の
学
者
が
言
い
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
の
考
証
は
こ
こ
で
は
必
要
で
は

な
い
。
と
に
か
く
こ
の
四
聖
と
い
う
考
え
に
は
、
西
洋
に
の
み
偏
ら
ず
に
世
界
の
文
化
を
広
く
見
渡
す
と
い
う
態
度
が
含

（
6
）
満
州
で
の
「
王
道
」
宣
揚
に
関
し
て
は
、W

arren Sm
ith, C

onfucianism
 in M

odern Japan, pp. 184–199

を
見
よ
。

（
7
）
そ
の
年
の
孔
子
祭
典
は
四
月
三
十
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
福
島
甲
子
三
に
よ
る
と
、
こ
の
年
か
ら
主
催
が
斯
文
会
か
ら
文
部
大
臣
と
な
り
、
費
用
も
国

費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、「
孔
子
祭
典
は
国
祭
或
は
官
祭
と
称
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
」（「
孔
子
祭
典
並
に
儒
道
大
会
に
就
て
」、『
儒

道
大
会
誌
』、
三
五
九
頁
）。
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ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
文
化
を
釈
迦
で
、
シ
ナ
文
化
を
孔
子
で
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
征
服
し
た
ユ
ダ
ヤ
文
化
を
イ
エ
ス
で
代
表
さ
せ
、
そ
う
し
て
こ
れ
ら
に
等
し
く
高
い
価
値
を
認
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
で
は
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
人
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
い
文
化
潮
流
を
代
表
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
文
化
潮

流
も
非
常
に
豊
富
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
人
の
人
物
が
代
表
し
得
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
も
人
が
こ
れ
ら
の
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
潮
流
の
代
表
者
と
し
て
選
び
、
そ
う
し
て
ま
た
他
の
人
々

が
そ
れ
を
適
切
と
し
て
感
ず
る
の
は
、
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
は
そ
れ
を
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
「
人
類
の
教

師
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
見
い
だ
し
得
る
と
思
う
。 

（『
孔
子
』、『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
六
巻
、
二
六
三
頁
）

こ
こ
で
和
辻
は
、「
最
も
特
殊
的
な
る
も
の
が
最
も
普
遍
的
な
意
義
価
値
を
有
す
る
」（
同
、
二
六
四
頁
）
と
し
て
、「
人
類
の
教

師
」
を
特
定
の
文
化
潮
流
を
代
表
し
な
が
ら
も
普
遍
性
を
獲
得
し
た
も
の
だ
と
言
う
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
普
遍
性
の
獲
得
は

容
易
な
も
の
で
は
な
く
、「
教
師
た
ち
の
人
格
と
思
想
と
が
、
時
の
試
練

0

0

0

0

に
堪
え
、
幾
世
代
も
通
じ
て
働
き
続
け
た
こ
と
」
（
同
、

二
六
七
頁
）
と
、「
こ
れ
ら
の
偉
大
な
教
師
を
生
ん
だ
文
化
」
が
「
そ
の
偉
大
な
教
師
を
生
み
出
す
と
と
も
に
そ
の
絶
頂
に
達
し

て
ひ
と
ま
ず
完
結
し
て
し
ま
っ
た
」
（
同
上
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
孔
子
に
つ
い
て
言
え
ば
、
先
秦
の
文
化
が

一
度
完
結
し
た
上
で
、
後
の
漢
の
文
化
や
唐
宋
の
文
化
を
教
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
和
辻
は
、
明
と
清
そ
し
て
現
代
の
中
国
に
対
し
て
は
、
こ
う
述
べ
る
。「
明
は
創
造
力
の
空
疎
を
特
徴
と
す
る

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
は
清
朝
を
通
じ
て
現
代
に
及
ん
で
い
る
」（
同
、
二
七
二
頁
）
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
ま
孔

子
を
「
人
類
の
教
師
」
と
し
て
最
も
よ
く
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
は
た
し
て
日
本
で
あ
る
。

一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
風
土
』
の
第
三
章
「
モ
ン
ス
ー
ン
的
風
土
の
特
殊
形
態
」
は
一
九
四
三
年
に
改
稿
さ
れ
た
が
、

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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日
本
人
が
い
か
に
深
く
シ
ナ
文
化
を
吸
収
し
た
に
し
て
も
、
日
本
人
は
つ
い
に
前
述
の
ご
と
き
シ
ナ
的
性
格
を
帯
び
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の
文
化
は
、
先
秦
よ
り
漢
唐
宋
に
至
る
ま
で
の
シ
ナ
文
化
の
粋

を
お
の
れ
の
内
に
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ナ
人
は
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
現
代
の
シ
ナ
に
消

失
し
て
い
る
過
去
の
高
貴
な
文
化
の
偉
大
な
力
を
再
認
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
現
在
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
シ
ナ
的

性
格
の
打
開
の
道
を
そ
こ
に
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
シ
ナ
は
復
活
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
漢
や
唐
に
お
け
る
ご
と
き
文
化
の
偉
大
さ
を
回
復
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
世
界
の

文
化
の
新
し
い
進
展
に
と
っ
て
は
シ
ナ
の
文
化
復
興
は
必
要
で
あ
る
。

（『
風
土
』、『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
八
巻
、
一
三
三
―
一
三
四
頁
）

中
国
の
偉
大
な
文
化
が
復
興
す
る
に
は
、
日
本
文
化
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
文
化
は
中
国
文
化
の
「
粋
」
を
生

か
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
「
粋
」
が
「
人
類
の
教
師
」
で
あ
る
孔
子
の
儒
学
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

７
　
武
田
泰
淳
と
孔
子

　
し
か
し
な
が
ら
、
戦
前
の
日
本
が
妄
想
し
た
、
日
本
文
化
を
中
心
に
し
た
儒
学
復
興
だ
け
が
「
ク
ラ
シ
カ
ル
・
タ
ー
ン
」
の

姿
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
現
在
中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
儒
学
復
興
が
、
戦
前
の
日
本
の
儒
学
復
興
の
単
純
な
反
復

で
は
な
い
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
最
後
に
、「
ク
ラ
シ
カ
ル
・
タ
ー
ン
」
の
も
う
一
つ
の
意
義
で
あ
る
、
方
法
論
的
な
古

典
的
転
回
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
溥
儀
の
訪
日
の
際
に
逮
捕
さ
れ
た
武
田
泰
淳
は
、
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
科
を
中
退
し
た
後
、
竹
内
好
ら
と
と
も
に
「
中
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国
文
学
研
究
会
」
を
一
九
三
四
年
に
結
成
し
て
い
た
。
そ
の
泰
淳
が
日
中
戦
争
に
従
軍
し
た
後
に
書
い
た
の
が
『
司
馬
遷
』

（
一
九
四
三
年
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
『
史
記
』
読
解
の
特
徴
は
、
竹
内
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、「
万
世
一
系
史
観
」
に
対
抗
し

て
、「
持
続
世
界
」
を
描
き
出
し
た
点
に
あ
る

）
8
（

。
言
い
換
え
る
な
ら
、
泰
淳
は
、
激
し
く
持
続
し
よ
う
と
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
や
む
し
ろ
、
激
し
く
持
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
転
換
が
生
じ
、
自
壊
し
て
い
く
人
間
た
ち
が
構
成
す
る
『
史

記
』
の
世
界
を
「
絶
対
的
持
続
」
と
置
く
こ
と
で
、
当
時
の
日
本
の
い
わ
ば
〈
自
然
的
な
持
続
〉
に
よ
る
世
界
（
そ
こ
で
は
転
換

も
自
壊
も
生
じ
な
い
）
を
打
ち
抜
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
泰
淳
は
孔
子
を
ど
う
描
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、「
教
育
家
」
と
は
全
く
対
照
的
な
異
様
な
姿
で
あ
っ
た
。
泰
淳
は
、

孔
子
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
「
喪
家
の
狗
」
と
い
う
題
を
立
て
て
論
じ
て
い
る
。

司
馬
遷
が
、
単
な
る
儒
者
で
あ
り
、
孔
子
の
徒
で
あ
っ
た
な
ら
、
問
題
は
簡
単
で
あ
る
。
聖
者
で
あ
り
、
師
で
あ
り
、
わ

が
学
の
祖
と
し
て
、
真
善
美
の
絶
頂
へ
、
孔
子
を
か
つ
ぎ
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
足
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し

歴
史
家
司
馬
遷
は
、
あ
く
ま
で
孔
子
を
、
史
記
的
世
界
に
於
け
る
、
象
徴
的
人
間
と
し
て
、
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
喪
家
の
狗
と
は
、
国
な
き
人
の
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
が
、
史
記
的
世
界
に
於
て
、
暗
示
し
、
象
徴
し
た
も
の
は
、
国
な

き
人
で
あ
っ
た
。
魯
の
朝
廷
が
、
斉
の
女
楽
を
受
け
、
為
政
者
が
政
治
を
忘
れ
た
時
、
孔
子
は
諷
刺
の
歌
を
歌
い
、「
と

ら
わ
れ
ず
、
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
旅
に
、
一
生
を
送
る
こ
と
に
し
よ
う
」
と
言
っ
た
。
わ
が
旅
に
一
生
を
送
ろ
う
、
と
す

る
の
は
、
す
で
に
、
史
記
的
世
界
に
在
っ
て
、「
本
紀
」
を
信
ぜ
ず
、「
世
家
」
を
た
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
固
定
し
た
一

つ
の
集
団
と
し
て
の
「
世
家
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
、
不
可
能
と
見
た
の
で
あ
る
。
孔
子
が
衞
を
去
ら
ん
と
す
る
に
あ
た

り
、「
鳥
は
木
を
択
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
木
は
ど
う
し
て
鳥
を
択
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
言
っ
た
。
国
か
ら
国
へ
渡

り
歩
く
、
渡
り
鳥
に
、
み
ず
か
ら
た
と
え
た
の
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
鳥
を
以
て
任
ず
る
文
化
人
に
と
り
、
国
と
は
、
木
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
国
は
自
ら
動
い
て
天
の
道
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
乱
れ
て
い
る
。
真
に
天
の
道
に
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順
う
者
は
、
鳥
と
な
っ
て
飛
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

（
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷

―
史
記
の
世
界
』、
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
）

鳥
と
し
て
の
孔
子
は
、
本
紀
と
世
家
と
い
う
世
界
の
中
心
を
否
定
す
る
。
こ
う
し
た
孔
子
像
を
『
史
記
』
の
中
に
読
ん
だ
泰
淳

は
、「
わ
が
学
の
祖
と
し
て
、
真
善
美
の
絶
頂
へ
、
孔
子
を
か
つ
ぎ
あ
げ
る
こ
と
」
と
は
全
く
異
な
る
古
典
読
解
の
可
能
性
を

示
し
た
の
だ
。

　
ち
な
み
に
、
司
馬
遷
自
身
が
孔
子
を
ど
う
叙
述
し
た
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
孔
子
世
家
の
最
後
に
、
孔
子
が
『
春

秋
』
を
作
る
場
面
を
置
き
な
が
ら
、
司
馬
遷
は
そ
れ
を
、
ま
る
で
こ
の
世
界
が
崩
落
す
る
よ
う
な
切
迫
感
に
お
い
て
描
く
。
す

な
わ
ち
、
前
に
は
、
魯
の
哀
公
一
四
年
春
の
「
獲
麟
」
と
い
う
不
吉
な
事
件
と
、「
天
、
予
を
喪
ぼ
せ
り
」
と
孔
子
を
詠
嘆
さ

せ
た
顔
淵
の
死
が
置
か
れ
、
後
に
は
、「
泰
山
が
崩
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
梁
と
柱
が
く
だ
け
る
の
だ
ろ
う
か
、
哲
人
が
た
お
れ

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
孔
子
を
再
び
嘆
か
せ
た
子
路
の
死
と
孔
子
自
身
の
死
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
司
馬
遷
は
孔
子
の

最
期
の
言
葉
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
葉
を
載
せ
た
。

天
下
に
道
が
無
く
な
っ
て
久
し
く
、
わ
た
し
を
宗
と
あ
お
ぐ
も
の
は
い
な
い
。
夏
の
人
は
死
体
を
東
側
の
階
段
に
殯
し
、

周
の
人
は
西
側
の
階
段
に
殯
し
、
殷
の
人
は
二
本
の
柱
の
間
で
行
う
。
昨
晩
、
わ
た
し
は
夢
の
中
で
二
本
の
柱
の
間
に

座
っ
て
供
物
を
捧
げ
て
い
た
。
わ
た
し
は
も
と
も
と
殷
の
人
で
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。 

（『
史
記
』「
孔
子
世
家
」）

（
8
）「
歴
史
は
と
き
に
は
停
滞
の
よ
う
に
見
え
、
循
環
の
軌
道
が
不
動
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
内
部
に
不
測
の
起
爆
力
を
た
く
わ
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
に
着
眼
す
れ
ば
持
続
だ
け
で
な
く
、
革
命
の
ほ
う
に
も
っ
と
重
み
が
か
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
か
り
に
『
司
馬
遷
』
が
、
持
続
世
界
に
対
抗
す
る

黙
示
録
世
界
を
背
後
に
想
定
し
つ
つ
筆
を
進
め
ら
れ
て
い
た
ら
、
作
品
と
し
て
、
も
っ
と
重
厚
に
仕
上
げ
ら
れ
た
ろ
う
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
不
当
で
は

あ
る
ま
い
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
望
蜀
で
あ
る
。
書
か
れ
た
時
期
で
い
え
ば
、
流
行
の
流
れ
史
観
、
ま
た
は
万
世
一
系
史
観
に
対
抗
す
る
に
は
、
こ
れ
が
精

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ろ
う
か
ら
」。（
竹
内
好
「『
武
田
泰
淳
全
集
』
第
九
巻
解
説
」
一
九
六
一
年
二
月
、『
竹
内
好
全
集
』
第
一
二
巻
、
一
六
一
頁
）
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夢
に
周
公
を
見
る
と
あ
る
よ
う
に
、
周
の
道
の
継
承
者
を
自
認
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
魯
の
歴
史
を
書
い
た
者
が
、
最
期
に

口
に
し
た
の
は
、「
わ
た
し
は
も
と
も
と
殷
の
人
で
あ
っ
た
」
と
い
う
述
懐
で
あ
る
。
孔
子
の
行
う
殯
は
、
周
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る

）
9
（

。
こ
の
不
穏
な
証
言
は
、「
孔
子
世
家
」
冒
頭
の
記
事
に
見
事
に
対
応
し
て
い
る
。

孔
子
は
魯
の
昌
平
郷
の
陬す

う

邑
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
先
祖
は
宋
（
殷
が
周
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
に
、
紂
王
の
兄
の
一
族
が
封
じ
ら
れ
た
国
）

の
人
で
、
孔
防
叔
と
言
う
。
防
叔
は
伯
夏
を
生
み
、
伯
夏
は
叔
梁
紇こ

つ

を
生
ん
だ
。
紇
は
顔
氏
の
女
と
野
合
し
て
、
孔
子
を

生
ん
だ
。
尼
丘
と
い
う
山
に
祈
祷
し
て
孔
子
を
得
た
の
で
あ
る
。 

（『
史
記
』「
孔
子
世
家
」）

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
孔
子
が
周
と
い
う
王
朝
に
お
い
て
何
重
に
も
周
縁
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
言
で
あ
る
。
孔
子
は
周
に
滅

ぼ
さ
れ
た
殷
の
地
の
者
で
あ
り
、
し
か
も
私
生
児
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
父
母
を
早
く
に
亡
く
し
貧
窮
の
う
ち
に
学
問
を
行
っ

て
い
た
。
司
馬
遷
が
描
い
た
の
は
こ
う
し
た
異
邦
の
孔
子
像
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
異
邦
人
が
作
っ
た
『
春
秋
』
を
継
ご
う

と
し
た
の
で
あ
る
。「
春
秋
は
以
て
義
を
道
う
」
（『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」）
と
断
じ
た
よ
う
に
、
司
馬
遷
は
、
是
非
を
明
ら
か
に

す
る
判
断
を
行
い
、
こ
の
世
界
に
意
味
を
与
え
る
と
い
う
「
義
」
に
お
い
て
孔
子
を
継
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
国
に
お
け
る
現
在
の
儒
学
復
興
が
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
に
自
ら
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
わ
た
し

た
ち
は
注
意
深
く
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
も
、
戦
前
日
本
の
儒
学
復
興
に
対
す
る
詳
細
な
批
判

的
検
討
と
『
論
語
』
の
再
読
解
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

（
9
）『
論
語
』
の
中
で
殯
に
触
れ
た
箇
所
と
し
て
、「
朋
友
死
し
て
帰
る
所
な
け
れ
ば
我
が
も
と
に
於
て
殯
せ
よ
と
い
ふ
」（
郷
党
篇
）
が
あ
る
。
和
辻
は
こ

れ
を
武
内
義
雄
訳
で
読
み
な
が
ら
、「
朋
友
を
己
れ
の
家
の
者
と
同
様
に
取
り
扱
う
」（
和
辻
哲
郎
『
孔
子
』、『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
六
巻
、
三
二
一
頁
）

態
度
だ
と
し
て
、「
ヒ
ュ
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
急
所
」
だ
と
し
て
い
る
。
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